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議会だより 



　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　平成１８年第一回定例会は、３月９日より３月２８日までの２０日間開かれまし
た。 
今議会においては、諮問１件、同意案件１件、条例の改正１５件、請願１件、陳情１
件、補正予算７件が審議され、それぞれ同意可決されました。また、新年度の予算案
は各常任委員会に付託となり、すべての委員会で採択され、本会議において可決され
ました。３月１０日の一般質問では、５名の議員が町政について問いただしました。
なお、新年度の予算案は４月の町長任期満了に伴い骨格予算となっており、一般経常
経費等が主に計上されています。 

か 　 ど 　 が 　 わ  （2） 

3，400万円可決 3，400万円可決 
３月定例会 ３月定例会 

　１８年度当初予算は、一般会計・特別会計の合計総額１０８億４,１６５万３千円
で、昨年度と比較して５億８,９６１万７千円、率にして５.２％減となっています。 

各会計の予算額はつぎのとおりです。 

国民健康保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

介護保険事業特別会計 

草川土地区画整理事業特別会計 

簡易水道事業特別会計 

水道事業会計 

２１億１,９３１万４千円 
１９億　　１３５万６千円 

１２億４,５８８万２千円 
　　　３,２６０万６千円 
　　　　　９３９万８千円 

　３億９,９０９万７千円 

一般会計　　　５１億３,４００万円 

 

町税 

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

町債 

１３億２,９８３万３千円 
１７億５,８００万円 
　３億４,６３２万３千円 
　２億８,４３３万９千円 
　２億２,０００万円 

義務的経費 

投資的経費 

一般行政費 

 

２９億４,６０９万６千円 
　１億２,１０４万５千円 
２０億６,６８５万９千円 

歳　入 

歳　出 

平成１８年度予算 平成１８年度予算 平成１８年度予算 

特別会計 

（人件費・扶助費・公債） 

（公共事業） 

（物件的、補助費、繰出金） 



か 　 ど 　 が 　 わ  （3） 

18年度 
一般会計 
当初予算 

18年度 
一般会計 
当初予算 

18年度 
一般会計 
当初予算 51億 51億 

総
括
意
見

総
括
意
見 

総
括
意
見 

                                  

        

　
本
議
会
は
、
４
月
に

町
長
選
を
控
え
て
い
た

た
め
、
骨
格
予
算
審
議

と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
51
億
３

４
０
０
万
円
で
、
前
年

度
当
初
予
算
と
比
較
す

る
と
８
億
１
４
０
０
万

円
（
マ
イ
ナ
ス
１
３
・

７
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
減
額
予
算
の
主
な

要
因
と
し
て
、
門
川
中

学
校
校
舎
改
築
事
業
が

完
了
し
た
こ
と
と
、
骨

格
予
算
編
成
と
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
条
例
改
正
に
つ
い
て

は
、
勉
強
会
が
お
こ
な

わ
れ
、
平
成
16
年
度
に

策
定
し
た
門
川
町
行
財

政
改
革
構
想
に
伴
う
実

施
計
画
に
沿
っ
て
改
正

す
る
も
の
８
件
、
「
門

川
町
公
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
指
定
の
手
続

き
等
に
関
す
る
条
例
の

規
定
」
に
基
づ
い
て
平

成
18
年
４
月
１
日
か
ら

導
入
を
図
る
も
の
７

件
、
所
得
段
階
別
の
今

後
３
年
間
の
保
険
料
を

改
正
す
る
門
川
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
等
々
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
17
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
主
な
も

の
と
し
て
、
町
民
の
み

な
さ
ん
が
兼
ね
て
よ
り

待
望
し
て
い
た
門
川
中

学
校
体
育
館
建
設
事
業

費
が
計
上
さ
れ
、
担
当

課
よ
り
１
年
前
倒
し
し

た
こ
と
に
つ
い
て
詳
細

に
説
明
を
受
け
ま
し

た
。 

　
最
後
に
今
回
財
政
運

営
に
必
要
な
一
般
財
源

は
確
保
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
町
は
今
後
な
か

な
か
税
収
の
増
が
見
込

ま
れ
な
い
中
、
い
か
に

限
ら
れ
た
財
源
を
捻
出

し
、
有
効
利
用
し
て
い

く
か
を
、
再
確
認
し
、

多
様
化
す
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

も
ら
い
た
い
と
望
む
次

第
で
あ
り
ま
す
。 

４億７，７５４万２千円を追加 ４億７，７５４万２千円を追加 ４億７，７５４万２千円を追加 
　歳入歳出それぞれ６８億７５９万３千円 

・町税 
・地方交付税 
・町債 
 

▲県支出金４,７６８万３千円を減額 

　　　２０００万円 
２億６０８万７千円 
１億８,１７０万円等を追加 

　人件費を減額補正し、財政調整基金積立金・公共施設整備基金積立金・国民健康保険・老人保健特別会計繰出金・ 
門川中学校体育館建設事業費を追加し、電算管理事業費・障害者福祉事業費・広域連合ごみ処理等負担金事業費・ 
漁業振興特別対策事業費・東九州自動車道建設促進対策事業費等を減額するものであります。 
 

２２億２,４５３万１千円 

１９億３,４０８万４千円 

１２億５３２万７千円 

３,２７５万３千円 

１,１８３万７千円 

 
 

とするものであります。 

 

・国民健康保険事業特別会計 

・老人保健特別会計 

・介護保険事業特別会計 

・草川土地区画整理事業特別会計 

・簡易水道事業特別会計 

 

 

　歳入では　 

　歳出では 

（前年７５億４，０００万円）とする予算調整となっております。 

▲使用料及手数料３６４万１千円 

 

 

１７年度一般会計補正予算 
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総
務
財
政
常
任
委
員
会 
総
務
財
政
常
任
委
員
会

総
務
財
政
常
任
委
員
会 
総
務
財
政
常
任
委
員
会 

歳
入
の
概
要 

歳
入
の
概
要 

歳
入
の
概
要 

歳
出
の
概
要 

歳
出
の
概
要 

歳
出
の
概
要 

     

　 
 

　
依
存
財
源
は
３
０
億
２
，５
１
６
万
３
千
円

（
構
成
比
58
・
９
％
）
で
前
年
度
当
初
予
算
と

比
較
し
て
５
億
６
，５
０
５
万
１
千
円
減
と
な
り

伸
び
率
で
マ
イ
ナ
ス
15
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
自
主
財
源
は
２
１
億
８
８
３
万
７

千
円
（
構
成
比
41
・
１
％
）
で
前
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
て
２
億
４
，８
９
４
万
９
千
円
減
と

な
り
伸
び
率
で
マ
イ
ナ
ス
10
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
自
主
財
源
の
最
も
重
要
な
財
源
で
あ

る
町
税
は
個
人
住
民
税
が
法
改
正
等
に
よ
り
増

加
し
、
法
人
住
民
税
も
一
部
企
業
の
業
績
が
好

調
な
こ
と
に
よ
り
伸
び
る
も
の
の
固
定
資
産
税

等
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
０
．
６
％
増
の
１
３

億
２
，９
８
３
万
３
千
円
（
構
成
比
25
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
等

か
ら
の
５
件
の
事
業
に
１
億
６
，２
５
１
万
２
千

円
を
繰
入
れ
、
基
金
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

ま
す
。
町
債
に
つ
い
て
は
後
年
度
に
１
０
０
％

交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
２
億

２
，０
０
０
万
円
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　 　 　 

         

本
委
員
会
所
管
の
歳
出
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
議
会
費
は
前
年
度
比
８
６
万
８
千
円
減
の
8 

，９
２
４
万
２
千
円
で
、
議
員
報
酬
、
議
員
啓
発

研
修
、
負
担
金
等
で
す
。 

　
総
務
費
９
億
２‚
６
７
９
万
１
千
円
は
前
年
度

比
３‚
０
０
２
万
９
千
円
の
減
で
あ
り
、
そ
の
中

の
一
般
管
理
費
は
地
区
会
長
報
酬
１‚
６
６
０
万

円
、
需
用
費
１‚
３
５
０
万
５
千
円
、
負
担
金
補

助
及
び
交
付
金
１
億
４
７
０
万
８
千
円
等
で

す
。 

　
財
産
管
理
費
で
は
、
施
設
管
理
委
託
料
８
６

２
万
２
千
円
、
非
常
用
発
電
装
置
リ
ー
ス
代
を

含
む
使
用
料
及
び
賃
借
料
６
３
２
万
５
千
円
、

償
還
金
利
子
及
び
割
引
料
１‚
２
１
９
万
円
等
で

す
。
企
画
費
で
は
、
日
向
・
門
川
・
北
郷
村
で

運
行
し
て
い
る
代
替
バ
ス
運
行
委
託
料
と
し
て

４
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
電
算
事
務
費
に
お
い
て
は
５‚
４
５
４
万
５
千

円
で
前
年
度
比
２‚
９
１
０
万
８
千
円
減
と
な

り
、
庁
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
統
合
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
保
守
業
務
委
託
料
１‚
１
３
３
万
２
千
円
と
電

算
機
リ
ー
ス
使
用
料
及
び
賃
借
料
３‚
１
８
３
万

２
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。 

　
福
祉
健
康
交
流
研
修
施
設
管
理
費
の
主
た
る

も
の
は
需
用
費
６‚
１
７
０
万
円
と
施
設
管
理
委

託
料
７‚
９
８
９
万
１
千
円
で
す
。 

　
次
に
徴
税
費
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
税

務
総
務
費
で
は
前
年
度
比
１‚
０
６
１
万
２
千
円

減
の
７‚
１
９
０
万
６
千
円
で
、
地
積
図
修
正
業

務
委
託
料
４
５
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
広
域
消
防
業
務
負
担
金

１
億
６‚
０
１
６
万
７
千
円
と
非
常
備
消
防
費
４

‚
０
１
２
万
６
千
円
が
主
た
る
も
の
で
、
そ
の

中
に
防
災
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
協
議
会
負
担
金

１
１
９
万
２
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

選
挙
費
で
す
が
、
18
年
度
は
町
長
選
挙
、
町
議

会
選
挙
執
行
の
年
で
す
の
で
、
町
長
選
挙
費
８

１
４
万
１
千
円
、
町
議
会
選
挙
費
１‚
０
６
９
万

５
千
円
が
計
上
さ
れ
て
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
・
県
支
出
金
等
の
制
度

事
業
の
積
極
的
確
保
、
町
税
及
び
使
用
料
等
の

徴
収
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
配
分
と
経
費
支
出
の
効
率
化
に
努

め
た
財
政
運
営
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
又
、
地
方
分
権
の
推
進
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
、
日
常
生
活
圏
の
拡
大
、
住
民
ニ

ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
、
国
・
地
方
を
通
じ

た
厳
し
い
財
政
状
況
等
、
本
町
の
行
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
行

政
全
般
に
わ
た
る
行
財
政
改
革
の
推
進
と
限
ら

れ
た
財
源
・
人
員
の
中
で
更
な
る
住
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
希
望
い
た
し
ま
す
。 
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 
文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

     

　 　
少
子
・
高
齢
化
が
一
層
進
展
す
る
中
、
社
会

福
祉
費
、
児
童
福
祉
費
、
災
害
救
助
費
で
１
７

億
４‚
５
２
５
万
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
主
な

も
の
と
し
て
、
委
託
金
及
び
負
担
金
補
助
及
び

交
付
金
、
ま
た
扶
助
費
で
あ
り
ま
す
。
繰
出
金

で
は
高
齢
化
に
伴
う
高
騰
す
る
医
療
費
に
対
応

す
る
た
め
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
老
人

保
健
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
繰
り

出
し
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　 　
保
健
衛
生
費
は
、
各
種
検
診
事
業
や
予
防
接

種
事
業
の
受
診
率
向
上
を
は
じ
め
町
民
の
健
康

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
予
算
計
上 

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
よ
り
日
向
地

区
日
曜
歯
科
当
番
医
制
で
午
前
中
の
み
診
療
が

行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

　
環
境
衛
生
費
は
公
害
防
止
条
例
に
基
づ
く
指

導
、
苦
情
処
理
等
、
環
境
保
全
に
努
め
る
も
の

と
清
掃
費
は
一
般
廃
棄
物
収
集
を
は
じ
め
廃
棄

物
と
し
て
ゴ
ミ
減
量
に
関
す
る
地
域
管
理
指
導

し
、
地
域
住
民
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発
等
推

進
を
行
う
予
算
で
あ
り
ま
す
。 
  

　 　 
    

　
社
会
教
育
費
は
前
年
度
対
比
５
％
減
で
あ

り
、
公
民
館
費
の
主
な
も
の
は
、
門
川
ふ
る
さ

と
文
化
財
団
管
理
運
営
委
託
料
と
需
用
費
で
図

書
館
費
は
需
用
費
及
び
施
設
管
理
委
託
料
が
予

算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　 
  

　
一
般
・
退
職
と
も
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
を

17
年
度
実
績
見
込
み
額
の
３
％
増
の
予
算
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

　 　
老
人
医
療
受
給
対
象
者
は
年
々
減
少
し
て
い

る
が
、
逆
に
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
て
の
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
よ
り
全
市
町
村
が
加
入

す
る
広
域
連
合
を
保
険
者
と
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
導
入
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

  

　 　
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
で
、

制
度
改
正
に
よ
り
新
予
防
給
付
、
地
域
支
援
事

業
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
が
新
し
く
創
設

さ
れ
ま
す
。 

    

問
「
図
書
館
の
休
館
日
は
月
曜
日
と
な
っ
て
い

る
が
、
休
日
の
見
直
し
は
出
来
な
い
か
」 

答
「
本
年
度
よ
り
祝
祭
日
の
開
館
を
す
る
こ
と

　
に
決
定
し
て
い
る
、
前
年
よ
り
14
日
間
ほ
ど

　
開
館
日
が
多
く
な
り
ま
す
」 

問
「
児
童
の
防
犯
に
つ
い
て
は
」 

答
「
新
１
年
生
２
３
０
名
に
防
犯
ベ
ル
を
貸
し

　
出
し
、
登
下
校
時
の
安
全
を
図
り
ま
す
。
防

　
犯
ベ
ル
の
点
検
等
も
含
め
て
学
校
と
の
連
携

　
を
深
め
て
い
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
は
各
自

　
負
担
で
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
　

　
す
」 

問
「
ゴ
ミ
収
集
中
継
施
設
に
待
ち
込
ま
れ
る
ゴ

　
ミ
の
量
は
年
間
ど
の
程
度
か
」 

答
「
車
の
台
数
に
し
て
11
万
３
千
台
、
１
日
平

　
均
３
７
６
台
に
の
ぼ
り
ま
す
」 

 

等
々
の
質
問
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
当
委
員
会
は
、
平
成
15
年
３
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
や
っ
ち
み
ろ
や
健
康
づ
く
り
21
」

の
環
境
、
食
、
運
動
、
子
ど
も
、
人
づ
く
り
の

推
進
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
町
民
に

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。 

  

「
衛
生
費
」 

「
教
育
費
」 

「
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
」 

「
老
人
保
健
特
別
会
計
」 

「
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
」 

質
疑
・
答
弁 

質
疑
・
答
弁 

「
民
生
費
」 
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産
業
建
設
常
任
委
員
会 
産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会 
産
業
建
設
常
任
委
員
会 

    

　
畜
産
業
費
に
つ
い
て
、
高
齢
肉
用
牛
の
更
新

に
対
す
る
家
畜
改
良
増
殖
対
策
肉
用
牛
導
入
事

業
補
助
金
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事

業
費
に
つ
い
て
、
支
払
い
交
付
金
が
予
算
化
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
林
業
費
で
は
、
猿
捕
獲
謝
金
、
イ
ノ
シ
シ
等

の
被
害
防
止
と
し
て
、
電
気
柵
10
基
分
が
予
算

化
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
宮
崎

ウ
ッ
ド
テ
ク
ノ
（
株
）
に
対
す
る
債
務
負
担
行

為
と
し
て
７
５
０
万
円
、
総
額
６‚
０
０
０
万
円

を
東
臼
杵
南
部
の
旧
８
市
町
村
に
て
均
等
割
し

ま
す
。 

　
水
産
業
費
に
つ
い
て
は
振
興
特
別
対
策
事
業

が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
予
算
額
に

対
し
て
67
％
の
減
額
予
算
で
す
。 

　
商
工
費
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
運
営
補
助
金

は
５
８
２
万
５
千
円
で
、
観
光
費
の
業
務
委
託

は
、
多
目
的
広
場
の
草
刈
り
等
の
予
算
増
加
分

１
５
６
万
円
増
の
、
２
９
９
万
２
千
円
で
す
。

な
お
、
乙
島
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
５
，０
０
０
部
を

作
成
し
、
東
京
事
務
所
、
県
内
各
地
の
道
の
駅

等
に
配
置
す
る
予
定
で
す
。 

　
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
木
造
耐
震
診
断
調
査

委
託
料
、
道
路
橋
梁
費
で
町
道
８
路
線
の
道
路

台
帳
作
成
委
託
料
で
４
０
０
万
円
、
東
九
州
自

動
車
道
建
設
促
進
対
策
費
で
、
宮
川
内
線
の
電

柱
５
本
の
補
償
金
２
５
０
万
円
が
予
算
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
城
７
棟
の
住
戸
改
善
及 

    

び
平
城
54
棟
外
壁
落
下
防
止
事
業
の
予
定
が
あ

り
ま
す
。 

　
耐
震
診
断
調
査
に
つ
い
て
は
３
カ
年
で
１
０

０
戸
の
診
断
依
頼
が
あ
り
、
17
年
度
は
30
戸
、

18
年
度
に
35
戸
、
19
年
度
は
35
戸
で
計
画
し
て

い
ま
す
が
実
績
と
し
て
は
17
年
度
に
10
戸
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
補

正
で
予
算
化
す
る
計
画
で
す
。 

　
道
路
新
設
改
良
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
補
助

事
業
を
含
め
た
計
画
と
し
て
、
19 
年
度
に
門
川

農
校
線
、
南
町
・
加
草
線
を
計
画
、
ま
た
、
20

年
度
以
降
に
松
瀬
・
川
水
流
線
に
つ
い
て
延
岡

市
と
協
議
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
予
定
で

す
。 

　
栄
ヶ
丘
住
宅
二
期
工
事
に
つ
い
て
は
、
門
川

中
学
校
の
体
育
館
建
設
事
業
が
終
わ
れ
ば
何
ら

か
の
動
き
が
あ
る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
リ
ー
ス
事
業
）
導
入
も
踏
ま
え
て
の

調
査
研
究
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

         
　
草
川
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
が
清
算

事
務
に
な
っ
て
相
当
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
保

留
地
の
未
契
約
及
び
清
算
金
が
ま
だ
残
っ
て
お

り
、
で
き
る
か
ぎ
り
早
い
時
期
に
終
了
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
門
川
町
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
料
金
改
定
の

委
託
料
１
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
具
体
的
な
説
明
は
「
水
道
料
金
は
小
林
市
に

つ
づ
い
て
県
下
で
２
番
目
に
安
い
料
金
で
あ
り

平
成
３
年
に
料
金
改
定
を
行
い
、
以
降
消
費
税

の
改
正
を
除
く
と
十
数
年
改
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
日
本
水
道
協
会
の
指
導
と
し
て
、
３
年
か

ら
５
年
ご
と
の
見
直
し
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
し
、
昨
今
予
算
も
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
水
道
の
中
長
期
計
画
と
も
併
せ
て
料
金

改
定
の
指
針
と
し
た
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。 

　
委
員
か
ら
は
安
易
な
料
金
値
上
げ
は
つ
つ
し

み
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
す
る
よ
う

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
骨
格
予

算
と
な
っ
て
お
り
、
補
正
の
段
階
で
十
分
な
肉

付
け
が
さ
れ
る
よ
う
委
員
か
ら
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。 

現在使われている 
乙島のリーフレット 
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乳
幼
児
医
療
費
支
給
を

就
学
前
ま
で
延
長
で
き
な

い
か
。 

  

　
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
が
、
国
の
補
助
金
削
減

で
財
政
負
担
も
増
大
し
て

い
る
の
で
、
他
市
町
村
の

状
況
も
考
え
検
討
し
た

い
。 

               

           

　
障
害
者
自
立
支
援
法
が

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
が
、
町
と
し
て
援
助
は

で
き
な
い
の
か
。 

  

　
利
用
料
な
ど
、
所
得
に

応
じ
た
負
担
と
な
り
四
月

一
日
か
ら
の
同
法
の
実
施

状
況
や
、
他
の
市
町
村
の

動
向
も
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

              

                                     

  

　
集
落
営
農
に
つ
い
て

は
、
組
織
化
法
人
化
及
び

特
定
法
人
化
等
の
参
入
の

た
め
に
農
地
の
利
用
調
整

な
ら
び
に
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
に
対
す
る
支
援
策

が
あ
り
、
こ
の
た
め
４
０

５
億
円
「
平
成
17
年
〜
21

年
度
」
の
交
付
が
予
算
化

さ
れ
、
県
で
約
８
億
円
で

あ
る
。
門
川
町
で
は
庵
川

地
区
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
が
、
全
員
の
共
通
理

解
、
や
る
気
、
進
め
方
な

ど
が
今
後
の
課
題
と
思
い

ま
す
。
高
齢
者
、
若
者
、

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
定

年
者
対
策
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
が
、
町
と
し

て
集
落
営
農
の
取
組
み
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え

か
、
伺
い
た
い
。 

   

　
集
落
営
農
＝
国
は
平
成

18
年
度
に
強
い
農
業
づ
く

り
交
付
金
と
し
て
４
０
５

億
円
を
予
算
化
し
て
い

る
。
し
か
し
、
交
付
を
受

け
る
に
は
各
種
さ
ま
ざ
ま

な
用
件
な
ど
が
あ
る
た
め

対
象
集
落
と
十
分
な
検
討

を
行
い
各
関
係
機
関
と
協

議
し
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。
町
で
は
以
前
か
ら
庵

川
地
区
に
あ
る
庵
川
東
牧

山
地
区
農
用
地
利
用
改
善

組
合
と
い
う
集
落
全
体
の

組
織
が
あ
る
。
こ
の
組
織

を
集
落
営
農
型
へ
の
組
織

へ
と
改
編
し
昨
年
11
月
に

よ
う
や
く
集
落
営
農
と
し

て
の
組
織
へ
と
編
成
さ
れ

た
。
同
組
合
を
町
の
集
落

営
農
の
モ
デ
ル
と
位
置
付

け
今
後
も
各
関
係
機
関
と

連
携
し
積
極
的
に
支
援
を

行
い
な
が
ら
効
率
的
な
生

産
体
制
の
確
立
農
地
の
有

効
利
用
農
村
社
会
の
活
性

化
に
向
け
て
各
集
落
地
区

の
集
落
営
農
組
織
設
立
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

浜
口
　
惇 

集落営農について 
黒木　義秋 

町長：地区などと協議しながら対応 

乳
幼
児
医
療
費
支
給
の
延
長
を 

一般質問 一般質問 一般質問 
５名の議員が登壇 ！ 

町
長 

問 

町
長 

問 

町
長 

問 

町
長
　
今
後
検
討
し
た
い 

：
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加
草
船
越
付
近
の
県
道

土
々
呂
日
向
線
は
、
幅
員

が
狭
い
う
え
交
通
量
増
加

に
よ
り
交
通
事
故
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。
道
路
整
備

と
拡
幅
に
つ
い
て
延
岡
市

と
の
進
捗
状
況
は
。 

ま
た
、
船
越
交
差
点
に
信

号
機
設
置
の
陳
情
に
つ
い

て
現
在
の
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。 

  

　
延
岡
市
と
の
連
携
を
密

に
し
、
推
進
委
員
会
を
設

置
し
て
県
に
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
。
信
号
機
設

置
に
つ
い
て
は
交
通
量
や

事
故
等
の
発
生
状
況
な
ど

に
よ
る
優
先
順
位
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
関
係
当
局
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。 
  

            
　
国
道
10
号
線
と
加
草
中

村
線
と
の
接
続
計
画
が
あ

っ
た
は
ず
だ
が
、
加
草
一

区
の
日
豊
本
線
の
手
前
で

進
ん
で
い
な
い
。
な
ぜ
途

中
で
頓
挫
、
中
断
し
た
の

か
。 

                  

            

　
頓
挫
、
中
断
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
都
市
計
画

路
線
の
優
先
順
位
な
ど
を

踏
ま
え
随
時
実
施
し
て
い

る
、
今
後
は
県
道
と
し
て

整
備
で
き
な
い
も
の
か
県

当
局
と
十
分
話
し
合
い
を

し
て
い
き
た
い
。 

                 

                                     

 

　 ①
門
川
町
の
第
２
の
イ
メ

ー
ジ
を
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
町
か
ど
が
わ
」
に
し
た

ら
ど
う
か
。 

②
西
門
川
活
性
化
セ
ン
タ

ー
の
充
実
は
図
れ
な
い

か
。 

③
夜
間
屋
外
体
育
施
設
の

整
備
・
充
実
の
具
体
策

は
。 

④
自
治
公
民
館
対
抗
の
球

技
大
会
に
つ
い
て
。 

⑤
指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
育
成
へ
の
か
か
わ
り

あ
い
に
つ
い
て
。 

   

①
町
体
育
競
技
会
を
中
心

に
各
種
加
盟
団
体
等
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
総
合

的
な
「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
か

ど
が
わ
」
の
推
進
に
取
り

組
む
。 

②
多
目
的
広
場
は
限
ら
れ

た
面
積
で
あ
り
、
一
定
の

種
目
を
目
的
に
充
実
を
図

る
こ
と
は
地
域
の
方
々
の

多
目
的
使
用
、
維
持
管
理

が
難
し
く
な
り
整
備
に
つ

い
て
は
困
難
で
あ
る
。 

③
長
期
総
合
計
画
に
基
づ

い
て
今
後
と
も
町
内
各
体

育
施
設
の
夜
間
屋
外
体
育

設
備
の
整
備
、
充
実
を
含

め
て
財
政
状
況
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。 

④
途
切
れ
た
原
因
、
開
催

が
で
き
な
く
な
っ
た
経

緯
、
地
域
の
実
状
を
観
察

し
な
が
ら
本
町
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
の
た
め
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
み

ん
な
が
参
加
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
目
標
に
、
各

部
各
団
体
等
が
開
催
す
る

大
会
や
毎
年
実
施
し
て
い

る
文
化
祭
体
育
部
門
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
を
通
じ
健

康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り

運
動
を
展
開
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
代
、
体
力
に
応
じ

た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努

め
る
。 

⑤
一
般
の
指
導
者
の
育
成

を
含
め
町
体
育
協
会
と
も

連
携
し
て
競
技
団
体
や
協

会
が
主
催
す
る
講
習
会
等

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
要

請
し
、
指
導
者
の
育
成
に

努
め
る
。 

内
山
田
　
善
信 

スポーツの推進について 
黒木　裕 

町長：総合的な「スポーツの町かどがわ」の推進に取り組む 

県
道
土
々
呂
日
向
線
の
整
備 

町
長 

町
長 

町
長 

問 
問 

問 

町
長
　
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
た
い 

：
 

船越交差点 
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障
害
者
や
独
居
高
齢
者

の
災
害
時
の
連
絡
体
制
対

策
と
し
て
、
本
町
の
災
害

連
絡
発
信
体
制
と
受
信
体

制
の
現
状
は
で
き
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
障
害
者
へ

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め

た
Ｆ
Ａ
Ｘ
機
の
配
布
は
で

き
な
い
の
か
。 

  

　
災
害
時
の
緊
急
連
絡

は
、
町
広
報
車
や
消
防

団
、
地
区
の
役
員
等
を
介

し
な
が
ら
徹
底
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
台
風
時
に
は

雨
風
の
音
で
広
報
が
聞
こ

え
な
い
こ
と
、
地
域
に
よ

っ
て
は
瞬
く
間
に
増
水
す

る
洪
水
に
よ
り
広
報
活
動

が
出
来
な
く
な
る
こ
と
、

停
電
等
に
よ
る
通
信
網
の

遮
断
な
ど
か
ら
、
現
在
の

連
絡
体
制
で
は
問
題
が
あ

り
ま
す
。 

           
ま
た
、
18
年
度
に
は
防
災

無
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

図
る
予
定
で
す
。
基
本

は
、
地
域
住
民
が
災
害
に

対
す
る
認
識
を
充
分
に
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
身
を
守

り
、
皆
で
自
分
の
地
域
を

守
る
た
め
の
備
え
を
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
を

中
心
と
し
た
住
民
相
互
の

協
力
、
自
主
防
災
組
織
に

よ
る
発
動
体
制
の
整
備

や
、
企
業
・
福
祉
団
体
・

福
祉
施
設
等
で
構
成
す
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
、
更
に
は
、
福
祉
推
進

委
員
も
活
用
し
た
連
絡
体

制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。 

      

           

Ｆ
Ａ
Ｘ
機
の
配
布
は
、
補

助
制
度
で
あ
る
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
を
活
用
し

て
希
望
者
に
対
し
て
設
置

を
し
て
い
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
も
聴
覚
障
害
者
の
方

の
み
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
現
在
ま
で
に
十
機
程

度
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
申
請
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
希
望
に
応
じ

て
い
き
ま
す
。 

              

平
田
　
真
文 
災
害
時
緊
急
連
絡
体
制
は
万
全
か 

請
　
願

請
　
願 

請
　
願

請
　
願 

請
　
願 

町
長 

問 

「
米
軍
再
編
」
に
反
対
す
る
決
議
の
採
択
を
求
め
る
請

願
（
採
択
・
意
見
書
提
出
） 

 

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
民
間
解
放
は
行
わ
ず
、
充

実
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
に
関
す
る
陳
情 

（
継
続
審
議
・
総
務
財
政
常
任
委
員
会
に
付
託
） 

「
宮
崎
県
市
町
村
合
併
推
進
構
想
（
仮
称
）
」
素
案
に

対
す
る
反
対
の
決
議
（
原
案
可
決
・
決
議
文
提
出
） 

 

人
権
擁
護
委
員
に
榎
本
昌
文
氏
を
推
薦
（
全
員
賛
成
） 

  

東
臼
杵
南
部
公
平
委
員
会
委
員
に
山
本
勝
彰
氏
を
推
薦

（
全
員
同
意
） 

 

陳
　
情

陳
　
情 

陳
　
情

陳
　
情 

陳
　
情 

決
　
議

決
　
議 

決
　
議

決
　
議 

決
　
議 

諮
　
問

諮
　
問 

諮
　
問

諮
　
問 

諮
　
問 

同
　
意

同
　
意 
同
　
意

同
　
意 
同
　
意 

町
長
　
連
絡
体
制
作
り
に
努
め
た
い 

：
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条
　
例 
条
　
例 

   
　 　

次
の
改
正
は
、
職
員
定
数
を
１
７
２
名
に
定

め
た
こ
と
と
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
費
等
を
、
支
払
わ

な
い
又
は
減
額
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

●
門
川
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例 

●
門
川
町
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

●
門
川
町
の
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

●
門
川
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

●
門
川
町
教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

●
門
川
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

●
門
川
町
職
員
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

●
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
） 

　 　
次
の
改
正
は
、
公
の
施
設
の
管
理
を
委
託
制

度
で
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
18
年
度
か
ら
、
指

定
管
理
者
制
度
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
伴

う
改
正
で
あ
り
ま
す
。 

 

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

●
門
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

●
門
川
町
立
児
童
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例 

●
門
川
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

●
門
川
町
総
合
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

●
門
川
町
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例 

●
門
川
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
） 

 
　
次
は
県
内
の
市
町
村
合
併
に
伴
う
各
種
の
変

更
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

●
宮
崎
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

　
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
宮
崎
県
市

　
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て 

●
宮
崎
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地

　
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
に
つ
い
て 

●
東
臼
杵
南
部
公
平
委
員
会
を
構
成
す
る
地
方

　
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
東
臼
杵
南
部
公

　
平
委
員
会
の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

●
宮
崎
県
北
部
広
域
行
政
事
務
連
合
と
組
織
す

　
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
宮
崎
県

　
北
部
広
域
行
政
事
務
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て 

●
日
向
入
郷
地
域
障
害
者
給
付
認
定
審
査
会
の

　
共
同
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
） 

　 ●
門
川
町
の
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
） 

●
門
川
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
） 

●
門
川
町
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
） 

  

　 
   

　
去
る
２
月
20
日
に
、
閉
会
中 

の
継
続
調
査
と
し
て
福
祉
に
関 

す
る
委
員
会
を
開
き
、
済
生
会 

日
向
病
院
の
今
後
の
医
療
体
制 

充
実
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ 

と
を
決
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
３ 

月
２
日
に
、
全
委
員
で
済
生
会
日
向
病
院
に
出
向

き
院
長
と
事
務
長
を
交
え
て
、
現
状
と
今
後
の
見

通
し
を
含
め
た
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

〜
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
〜 

所
管
事
務
調
査
　 

所
管
事
務
調
査
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議
会
の
動
き 

                                     

                                     

　 
                                    

                                     

     

　門川中学校体育館の建設については、校舎建設当時から、18年度建設を目指しきましたが、

18年度の国の補助事業の大きさ及び補助基準の単価、補助率等が少なくなると予想されること

から、県と合議して、財政的にも今年度中に補助金を確保することが望ましいとの判断から、

１年前倒しとして、17年度予算に計上出来たものであります。尚、建設は18年度になります。 

　体育館の面積については、全体で１，５９３平方メートルであり体育館部分が１，３９３平

方メートル、現在の体育館が６５６平方メートルで今回の体育館が１，２１４平方メートルと

なります。バレーボールのコートは３面、中学校のバスケットコートは２面取れます。観覧席

は２階部分、３方に面して２ｍを計画しています。更衣室、便所、ミーティングルーム、指導

員室、器具庫などが計画されています。 

門中体育館建設は１８年度に！ 門中体育館建設は１８年度に！ 
（３月議会補正  ３億３，６７０万円） （３月議会補正  ３億３，６７０万円） 

 

４
日（
火
）
消
防
出
初
式 

　
　
　
　
　平
成
18
年
新
春
年
始
会 

25
日（
火
）
定
数
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

10
日（
金
）
郡
議
長
会
役
員
会 

18
日（
土
）
国
道
２
１
８
号
北
方
延
岡
開
通

　
　
　
　
　
式
典 

20
日（
月
）
文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

22
日（
水
）
県
議
会
議
長
会
総
会 

23
日（
木
）
人
権
に
関
す
る
研
修
会 

26
日（
日
）
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
推
進

　
　
　
　

大
会 

　
　
　
　
　聴
覚
障
害
者
福
祉
の
集
い 

27
日（
月
）
定
数
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会 

   

２
日（
木
）
議
会
運
営
委
員
会 

９
日（
木
）
第
１
回
定
例
会
（
開
会
日
） 

10
日（
金
）
本
会
議
（
一
般
質
問
） 

15
日（
水
）
本
会
議 

16
日
（
木
）
町
内
中
学
校
卒
業
式 

　
　
　
　
　
〜
27
日
（
月
）
常
任
委
員
会 

23
日（
木
）
町
内
小
学
校
卒
業
式 

24
日（
金
）
門
川
漁
業
組
合
第
57
事
業
年
度

　
　
　
　
　通
常
総
会 

28
日
（
火
）
本
会
議
（
閉
会
日
） 

29
日（
水
）
庵
川
漁
業
協
同
組
合
第
57
事
業

　
　
　
　
　年
度
通
常
総
会
　
　
　 

１
月 

２
月 

３
月 

門川中学校完成予想図 



西門川活性化センターグラウンド 

小学校校外学習 船舶火災訓練 

  

議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
会
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
す
。 

皆
様
の
傍
聴
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
３
ー
１
１
４
０
（
内
線
２
７
１
） 

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。 

 

『議会だより かどがわ』は門川町のホームページからもご覧いただけるようになりました。 
http://www.town.kadogawa.miyazaki.jp/gikai/index.htmにアクセスしてください。 

編 

後 
集 

記 

そ
の
時
、
そ
の
場
所
に
行
か
な
い
と
、

体
験
で
き
な
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
米
良 

昭
平 

 

一
年
を
通
じ
て
一
番
過
ご
し
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
・
レ
ジ

ャ
ー
と
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
く
な
り
ま
す
。
　
小
林 

芳
彦 

 

別
れ
と
出
発
。
同
時
に
桜
に
ち
な
ん

だ
歌
が
流
行
り
、
そ
し
て
桜
の
花
が

咲
き
乱
れ
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
黒
木 

裕 
 

さ
ぁ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
わ

た
く
し
た
ち
議
員
の
役
わ
り
を
再
認

識
し
て
新
年
度
に
臨
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
内
山
田 

善
信 
新一年生下校様子 


